
令和７年度医学部医学科卒業証書・学位記授与式を執り行いました 

 

令和８年３月２５日（水）、長崎大学医学部記念講堂にて、令和７年度医学部医学科卒業証書・学

位記授与式が執り行われ、２１７名の卒業生が新たな門出を迎えました。 

はじめに、池松学部長が卒業生一人ひとりに卒業証書・学位記を授与されました。 

続いて、学業優秀者として澤本さん、浦野さん、後藤さんの 3名がポンペ賞を、競技会で優秀な

成績を挙げた者として原さんがポンペスポーツ賞を受賞し、池松学部長から賞状を、長崎医学同窓

会長代理の森崎様から楯が授与されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

池松学部長は式辞として、「これから携わる医療が、理想通りに進むとは限らない中で、医師に

は、それでも病める人の前に踏みとどまる覚悟が問われる。医療とは、選び、その結果を引き受け

続ける営みであり、この営みを支える覚悟を持って、医療の現場へ向かってほしい。」と、医師とな

る学生に対して激励の言葉を述べられました。 

また、尾﨑病院長より、新型コロナ禍の中で学びを開始した卒業生が、多くの制約にもかかわら

ず柔軟に学びを積み重ねてきた努力が称えられ、「入学時に語った熱い志を忘れず、医師としての

人生を歩んでほしい。」との祝辞が贈られました。 

 

 

 

 

 

 

 



 

卒業生代表の澤本さんは答辞で、支えてくださった先生方、仲間、そして家族への感謝を述べら

れるとともに、長崎での学びや人との出会いが自身を成長させてくれたことを振り返られ、「一人

ひとりの患者に真摯に向き合う医師を目指したい」と今後への強い決意を語られました。 

式典の最後には、総代の荒木さんから記念品として「国家試験対策のための自主学習室用備品」

が送られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長崎大学医学部医学科は、新たな第一歩を踏み出した卒業生の皆さまのご活躍とご健康を心より

お祈り申し上げます。 




